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内村鑑三『地人諭』と文化経済学

内村鑑三は、1894年に『地理学考』として刊行した書

物に、1897年、改題して再版し『地人論』と名付けた。

第2次世界大戦中に『地人論』岩波書店（文庫）1942年

として世に出ている。

本書の解説を執筆した鈴木俊朗氏は、『地人論』につい

て、次のように指摘されている。

「著者（内村鑑三）は、……本書を称して『世界の地理

を一大詩篇として見たる作である』といふた。」（213ペー

ジ）地域や各地を、一大詩篇として見る。この詩のなかに、

殖産事業が人々の‘営み’の基盤として息づいている。

この殖産事業の中には、文化産業が位置づけられてい

る。

文化を産業としての営みの中で把握することは、人類

史の飛躍といって良いほど、重要な事柄である。それは、

文化資源が希少性を扱う経済学の対象として、登場し、

殖産事業の中に、文化事業が位置づけられることをも意

味したからだ。

ラスキンは、芸術経済学を展開するに当たって、それ

までは、経済学が取り上げなかった、景観や建築物の価

値、「絵入りの皿」や、聖ロコ教会の天井画の固有価値を

取り上げて、固有価値と、その享受能力が商取引による

経済発展やコミュニティにおける共同の負担（税など）

による公共財の形成と関わる事を示した。

最も貴重な希少資源を経済学の外において、富を論じ

ようとする人々の愚かさを指摘したのである。創造的成

果やアイディアの希少性は、後に、R．ロビンスや、W．

G．ボウモルが文化経済学として積極的に取り上げる事

となる。

内村がラスキンを読んでいたかどうかは不明であるが、

各地に固有の文化資源を取り上げようとし、これを殖産

事業のありかたにつなげようとする構想をもっていたこ

とは随所に読み取れる。
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また、内村鑑三は、政治のための基礎的情報としての

地理ではなくて、この地球上に暮らす人々の自然や歴史

に対する遊近、あるいは詩としての「地の理」を展開し

て見せた。彼は、地球の表層ではあるが人類の‘営み’

という意味では深い意味を持つ地理学、地中の構造を知

る地質・鉱物学、天空を知る天文学の3着をもって世界

の繋がりを認識しようとする「有限なる人知」の素晴ら

しさと限界を提示しようとしたのである。

「地質学の如く保からず、天文学の如く高からず、現世

的にして皮相的なる地理学は探り易くて解し易し、然れ

ども其の解し易さが故に吾人これを思うこと稀なり、そ

の解し易きが故に地の理は人の多く究めざる所なり、皮

相的たる必ずしも浅薄の意にあらず、慈母の柔顔は彼女

心情の現出ならずや、現世的たる必ずしも寸時の意にあ

らず、現在とは過去と未来を繋ぐ永遠の一部分たるにあ

らずや。

地理学は実に諸学の基なり、我ら地の事を知らざるに

いかで天の事を悟るを得んや、吾人の智識は地を以って

始む、未だ腔内五臓の妙器あるを知らざる前に我等は巳

に山川の子供なり、その阜丘は我等の遊園なり、その渓

川は我等の漁場なり、我等に心霊の奥殿を閑かるるあり

て驚愕以てその無限を探らんとするの念起こる前に、白

頂秀峰先づ我等に詩感を起し、張流怒涛先ず我等の静思

を撹乱す、

地を以て始め天を以て終わる、殖産、政治、美術、文

学、宗教は此絶頂絶下両極端に亙る人生の槽段なり、地

を究めずして此椿梯を昇らんとするものは夢に雲井に上

るが如く、発点なきが故に着点に達するを得ざる人な

り。」（12＿13ページ）

文化経済学は、まさに、このような状況を踏まえて、

産業を考察した。いま、切実に求められている新しい経

済がここにはある。
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2010年度研究大会の詳細が決まりましたので、お知らせ

いたします。多数のご参加をお待ちしております。

●

阻jl彊2010年7月2日（金）・3日（土）・4日（日）

田兵庫県立大学神戸学園都市キャンパス

随ミクロ統計データを活用した文化経済学の新

たな展開

画∃会員2，000円、非会員4，000円、学部生2，000円

（学部生は受付にて学生証をご提示ください　ノ大学院生除く）

※参加申込方法につきましては同封の「参加申込書」をご参照

ください。

厩徽■5，000円　※要予約（当日の参加も可）

地図：http：／／www．u－hyogo．ac．jp／access／CamPUSO2．html

住所：神戸市西区学園西町8丁目2番地の1

最寄り駅：神戸市営地下鉄「学園都市」駅

（山陽新幹線「新神戸」駅／′JR「三ノ宮」駅から地下鉄で約25分→

徒歩で約5分）

○経済学部・経営学部のある「神戸学園都市キャンパスlですn

※JR神戸駅近くの神戸キャンパスとは異なりますので充分ご注意

ください。

18：00－20：00
エクスカーション
涼・要予約（別紙の案内を参照）

言 落 匡 げ‘土） ����c���ﾃ�(�c#��分科会① 
12：30－13：30 �8�986�5�488��

13：40－14：10 ��+y�-��

14：10－14：15 丶ｨ檍街���

14：15－14：55 亢ﾉD�X��

14：55－15：35 舒�+(ﾗX��

匡35－16＝00 �5(�ｸ7��ｸ7X8ﾈ484��

16：00－17：45 �7�6ﾈ8ｸ6h4(5�4ｨ6(5h8x92�

18：00－20：00 畑ﾚy�X橙�

※13：40・17：45の午後の部は、一般聴講可／無料

匡 喜7川（日） 祷�c���ﾃ���c#��分科会② 
11：30－12：30 冕ｸ檍��8�986�5�488��｢�

13：30－16：25　　㌢分科会⑨ 　　　　l 

※分科会の終了時間は会によって異なります

※特に宿泊施設案内はいたしませんので、宿泊の予約は各自でお願いしま

す。宿泊施設は、神戸市営地下鉄山手線沿線（新神戸、三宮、県庁前、西

神中央）および三宮で地下鉄に接続しているJR神戸線沿線（三宮、元町、

神戸）あるいは新交通ポートアイランド線沿線が便利です。JR舞子駅前か

らは、学園都市駅行きのバスの傍があります。

・①－A　文化・スポーツに関する調査　●座長：野田邦弘　討論者：勝浦正樹／有馬昌宏

浅岡朝泰／

高木朗義

北浦康嗣

大石希

便益帰着構成表を用いたプロサッカーチームの社会経済評価

加藤優希　　　　学生の実演芸術鑑賞行動の規定要因に関する基礎的研究

有馬昌宏　　　一過去25年の学生調査データベースの構築と分析を通して－

加藤広祐／

清水裕之

大月淳
村山顕人

2008年公立文化ホールの施設と運用に関する調査概要報告

朝倉由希

松本文子／　　　フェスティバルの文化的・社会的・経済的価値についての分析

吉川郷圭　　　　一沖縄市キジムナーフェスタ観客への繰り返し質問紙調査を事例として－

後藤和子
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①－B　文化と地域　●座長：清水裕之　討論者：佐々木亨／中尾知彦

安永行政
地方中枢都市における文化施設を有さない文化芸術振興財団の事業展開の特徴と評価に関

する考察

米国美術館における現代美術賞の可能性
～TheHugoBossPrize，So10mOnR．GuggenheimMuseumにおける取組を中心に

小林真理　　　自治体文化行政における制度形成の課題一市民協働の方法と大学の媒介機能－

米国の音楽大学における地域コミュニティ活動について－キャリア育成の視点から

①－C　映酉・アニメ・著者文化　●座長：川崎賢一討論者：柵淵敏之／小山去介

葉宇傑／　　　中国におけるフイルムコミッションの現状と課題に関する一考察

児玉徹　　　　一日本の事例との比較研究から－

李　然／　　　中国におけるアニメ産業の現状と課題に関する考察

児玉徹　　　　一日本アニメ産業との比較から一

安達則嗣　　　日本のアニメーション産業の現状と将来的課題に関する一考察

梅本克　　　　若者文化による経済効果の可能性　福岡県「アジアンビート」の事例

（彰一D　文化施設　●座長：端信行　討論者：勝又英明（1）／大月淳（2，3）

川本直義／

清水裕之　　　公共施設における開かれた利便供与の枠組みに関する研究

村山顕人　　　一市民吹奏楽団を題材とした考察

大月淳

工藤啓彦
ミュージアムにおける情報システム活用の今日的意義
一大規模美術館の増改築・設立事例を通じて－

橋本礼人　　　地域における文化的拠点としての宗教施設の可能性と課題

①－E　文化と産業（Thec血rdhduS廿ies）●座長：後藤和子　討論者：クラマ一教授（キーノートスピーチ有）

Pro£AJjoMR speakingofEconomics：aPerSPeCtiveforculturaleconomicslkeymOteSPeeCh］

YもCl血gUu and

Sh山一Yunguu
Tiiwan’SCreativeIndustriesDesignInitialProbe

JtlStinOtConnor DesigningCreativeClustersinChina：aShanghaiCaseStudy

④一A　文化に関する統書十分析　●座長：大和滋　討論者：西郷浩／小林好宏

松田芳郎

古隅弘樹
日本の芸術関連企業の構造

有馬昌宏　　　芸術・文化関連活動の需用構造に関するコウホート分析

周防節雄／

松田芳郎　　　世帯類型から見た日本の舞台演奏芸術家の所得分析

永山貞則

勝浦正樹　　　文化的支出の時系列変動に関する統計分析



④－B　クリエイティブ産業と社食　●座長：池上偉　討論者：池上悸（1）／阪本崇（2，3）／山田浩之（4）

東京都におけるクリエイティブ産業の集積一理論と政策へのインプリケーション

岡田智博　　　メディアアートによる社会変革の考察～地域振興からのアプローチ

片上敏幸　　　食文化の6次産業化を通じた地域固有の食文化の観光資源化に関する研究

保原伸弘　　　ヒット曲は景気を唄うが　日本のヒット曲の性質と経済状況の関係Ⅱ

④－C　文化による都市再生・変革　●座長：澤村明　討論者：佐々木雅章

加藤壮一郎　　デンマークの「都市・地域」における創造経済の発展について

野田邦弘　　　現代アートと地域再生－サイトスペシフィックな芸術活動による地域の変容－

仲村明代
地方中枢都市におけるシビックプライドの受容の可能性
一福岡市における都市再生を契機としたシビックプライドの比較検討－

④－D　他セクターとの協働による文化開発（culturaldevelopmentthroughallianccswithother

sectors）●座長：河島伸子　討論者：八木匡

GuidoFe畑山etal
OpenSocietiesandSocialSustainability：Tbwardanewsymheticindexfortheemergent

worldorder

HsiamPYung remg

andHumPC肋丁岳戒
SpatialRepresentationofLiteraryinCityMarkelingandTburism

HwWungKim
MakingCreative Connections：Developlngtheartsandbusiness relationship model

throughchangingculturalpolicYlmdscape

①－E　地域開発と文化（culhlreandl∝ddevelopment）●座長：中谷武雄討論者：クラマ一教授

Yi｛1血Ig：uu and

Hsh叫Chuan
AStudYOrmiwanLocalCulturalMuseums’Developments

KaqaRuutu Creative血tCentersinStPetersburgandMoscow

ShotFCheng LaiandCulturalFestivals，CulturalIndustiresandCul（uralCapital：ThecaseoftheKaohsiung

YLCtLinLee CountylnternationalpuppeHheatrefestivalinTiiwan

③－A　アートイベント・プロジェクト　●座長：草加叔也　討論者：伊藤裕夫／片山奉舗

谷口文保　　　地域福祉施設と大学のコラボレーションを通したアートプロジェクトの企画運営と評価

児島理華／

藤原旅人

松本明渚

創造としての「無仰」をテーマとした市民参加型アートプロジェクトの評価と課題
～フクオカ・リアリー・リアリー・フリーマーケットを通して～

園盛麻衣佳
産炭地の衿持再生をめざしたアートプロジェクトの創出
一石炭・石炭灰えのぐ「COALPAINT」を用いたアートワークショップの評価と課題－

高倉貴子
文化資源としての水辺空間・河畔界隈を生かした市民主体のまちづくり活動の創出
～大分県日田市における、お雛まつり、水面の盆、B－Ca俺設立を通して～

③－B　文化・スポーツと人・社会　●座長：中川幾郎討論者：友岡邦之／熊倉純子

川井田祥子　　障害者の芸術的表現による社会的包摂に関する研究



砂田和道
児童の創造性開発教育へ向けた教育プログラムの考察
～ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン「熱狂の日」音楽祭の教育プログラムを例に～

切原有－／　　　文化的公共財としてのスポーツの可能性と課題について

児玉徹　　　　－Jリーグクラブとプロ野球球団の事例の比較分析を通して－

創造の場に求められる環境条件に関する研究
一創造活動者の内発的動機による創造活動に着目して

③－C　創造的都市　●座長：藤原意洋　討論者：吉本光宏

清水裕子　　　英国の近隣地区の社会的再生における芸術文化の果たす役割について

河島伸子　　　文化多様性と市場構造－メディア、エンタテインメント経済学からの検討

美山良夫　　　文化施設マネジメントにおける「観光」の現状と課題

萩原雅也　　　創造都市に向けた「創造の場」についての理論的考察

（彰一D　歴史に見る文化　●座長：藤野一夫　討論者：徳永高志／松田芳郎

金城ふみ子
近代統一国家の形成過程における言語改革と教育制度の創設による統一言語形成への影響：

御雇外国人から国民教育への転換の事例としての札幌農学校と有島武郎

近藤太一
幕末薩摩藩の財政改革の今日的意義
一茶坊主　調所笑左衛門広郷の財政・文化総合政策－

南里美　　　　化政期・京都における音楽活動の文化循環一地歌等曲を事例とした検討

坂部裕美子　　寄席興行データから見る落語家の世代交替

③－E　実旺研究（empidcalstudies）●座長：後藤和子討論者：クラマ一教授（1）八木匡（2）勝浦正樹（3）

TheRoleofAr【inaCreativeEconomy

－TtstingtheRelationshipbetweenEmotionalIntelligenceandCreativlty－

Ⅶ確りenⅦ℃namd

Tsung｛hlCheng
ArtsAttendanceinTiiwan

JuanpdetかRodd伊IeZand

JavierSuareあpamdieu0

ReadingasaLeisureActivity，Evidence丘omSpain

、＿　　エクスカーション　07月2日（金）18：00－20：00

神戸異人館「英国館」を貸し切りでミニソプラノリサイ

タル（濱崎加代子関西二期会所属）

参加料●5，250円（飲み放題、バイキング料理込み）

※参加申込方法につきましては別紙の案内をご参照ください。

記念講演　07月3日（土）14：1514：55

「地域に広げる芸術文化活動

「兵庫県立芸術文化センターの役割と活動状況から一」

藤原正治（兵庫県立芸術文化センター副館長）

基調講演　07月3日（土）14：5515：35

「舞踊家・自由業の生成－ミクロ芸術統計の根底」

若松美黄（（社）現代舞踊協会理事長、筑波大学名誉教授）
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パネルディスカッション　07月3日（土）16：0ひ17：45

「ミクロ統計データを活用した文化経済学の新たな展開」

［司会］周防節雄（兵庫県立大学教授）

【パネラー］松田芳郎（青森公立大学教授、一橋大学名誉教授）

山口幸三（（独）統計センター情報管理課長、元一橋大学准教授）

勝浦正樹（名城大学教授）

大和滋（（社）日本芸能実演家団体協議会芸能文化振興部長）



学会設立20周年事業にむけて寄付のお願い

文化経済学会＜日本＞会員の皆様にはご健勝のこと

とお慶び申し上げます。

さて、既に、昨年度の可児大会においてもご報告申

し上げましたように、平成24年度には学会設立20周

年を迎えることが出来ます。学会がこれまで志なく発

展してまいりましたのは、ひとえに会員の皆様のご支

援とご尽力の賜物と深く感謝いたしております。

20周年を契機に、文化経済学会＜日本＞はさらなる

飛躍を目指して、大きく、二つの事業を計画しており

ます。
一つは、本学会と緊密な関係にある国際学会The

AssociationforCulturalEconomicsInternationalの研究大

会の日本誘致です。これは本学会の意を受け、後藤和

子副会長をはじめとする会員の皆様の熱心な誘致活動

により、昨年6月に2012年大会を日本で行うことが決

定しました。会場は京都・同志社大学、時期は6月、

2012年の国内大会と並列開催を予定しております。通

常は合衆国とヨーロッパにて交互開催であり、ACEIで

の発表を距離や経費の面から控えておられた本学会員

の皆様には、参加はACEI研究大会への別途登録とはな

りますが、気軽に参加していただくことができるまた

とないチャンスであります。また、海外からのゲスト

を交えて並行開催する予定の本学会大会においても会

員の皆様が参加できる連携プログラムを用意してゆき

たいと考えております。

二つ目は2011年秋の講演会です。少し時期が早いで

すが、この講演会を会員の皆様はもとより、社会に広

く文化経済学会＜日本＞の活動をアピールするための

20周年事業と考え、充実した内容を検討しております。

会場は青山学院大学およびその周辺を予定し、通常の

講演会のみならず、様々な分野、関心の会員の皆様が

多様な形で参加していただける企画を用意したいと存

じます。

このように二つの充実した20周年事業を検討して

おりますが、現在の会費からの積立金のみでは十分な

活動が展開できません。つきましては、慎重に予算を

検討した結果、400万円程度について、広く寄付を募

ることを理事会にて決定をいたしました。

各種企業、各種団体への寄付のお願いも鋭意行って

ゆく所存でありますが、非常に経済情勢が厳しい昨今、

学会外からの寄付をいただくには会員の皆様のご協力

も重要となります。従いまして、2010年度と2011年

度の2回にわたり、会費納入の折に、会員の皆様には

各年一口2000円以上のご寄付を、理事の皆様には各年

3口6000円以上のご寄付をお願いさせていただけない

でしょうか。学会員の皆様からのご寄付は総額200万

円程度を目標としております。何卒ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

ご賛同いただけました場合は、添付の会費納入用紙

の寄付欄に口数と金額を記入していただき、会費納入

と合わせてお納めいただきますようにお願い申し上げ

ます。

2010年吉日

会　長　佐々木雅幸

副会長　後藤和子

理事長　清水裕之

○国際文化経済学会2012年日本開催に対して、2010年5月10日現在で、下記の方々のご賛同をいただいております。

セゾン文化財団常務理事片山正夫　資生堂名誉会長清原義春　資生堂企業文化部長一楕忠　　　　　　　　　　　　（敬称略）

ポーラ文化財団ポーラ美術館館長、元文化庁長官植木浩

静岡県コンベンションアーツセンタダランシップ館長、元NHK解説委月田村孝子

（株）バリュークリエイトパートナー佐藤明　コモンズ投信（株）会長渋澤健　（株）ベネッセホールディングス副社長福原賢一

能楽金剛流宗家金剛永誼　日本放送協会会長、企業メセナ協議会理事長福地茂雄

東京都生活文化スポーツ局文化振興部長桃原慎一郎　東京都生活文化スポーツ局文化振興部文化政策担当副参事松下裕子

外務省大臣官房審議官井出敬二　アーティストツトム・ヤマシタ　　アーティストアキ・クログ

エフ・エム京都（αづtation）社長青田進　（株）トーセ代表取締役社長兼CEO斉藤茂　一橋大学名誉教授田中克彦

‾rr：1・＿←r・、　．：、
1、二1■一八■■、　・：、
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第Ⅸ期第8回理事会

2010年4月2日（金）18：30～20：30　於）芸能花伝舎　出席

18名　委任状14通　事務局2名

＜第1号議案＞会長の入退会について［別添冊子］

入会19名了承

入会非承認1名　布仁門徳氏は専門分野から他学会が適し

ているのではということで、非承認となった。

退会　4名了承

自動退会者15名（4／6事務局より理事長に報告：3年以上会

費滞納者の為会員資格喪失）

＜第2号議案＞役員選挙について

3月19日（金）に、選挙管理委員である川崎賢一理事、大和滋

理事の立会いの下で開票が行われた。
＼‾　副会長については清水裕之氏（名古屋大学）が投票総数145票

中、106票の得票数で選出され、承認された。

個人理事　9期の理事35名ということを基準に、得票数10票

までの30名と、実務面、地域などを考慮して山田太門氏、若

松美黄氏、井口典夫氏、小野田泰明氏、藤原恵洋氏、増淵敏

之氏、澤村明氏の7名を合わせて37名の方を理事とすること

が承認された。（投票総数721票）

個人監事　投票総数141票中、個人監事の得票上位より理事と

の重複を除き、吉田和男氏に個人監事をお願いすることと

なった。

団体理事（社）日本芸能実演家団体協議会／（社）文化科学研究

所／（株）資生堂

団体監事（社）企業メセナ協議会

＜第3号議案＞2009年度事業報告・2010年度事業計画（案）

について

2009年度の事業報告および2010年度の事業計画（案）が事
、J　務局より報告され、一部修正・追加の他は概ね了承を得た。

修正‥・2010年事業計画第5項一2）→アーカイブ化の継続につい

て検討をする。

追加…2010年事業計画第5項」）→編集委員による文献目録の

整理を含め当学会の“回顧と展望”にとりかかる。

く第4号譲案＞2010年神戸大会について

有馬理事より神戸大会について、進捗状況の報告がなされた。

4月2日エクスカーションに計画されている兵庫県立センタ

ーのホール見学で、大・中・小の3つのホールの内、大ホール

については、公演が入り見学できないことになった旨伝えられ

た。

また、パネルディスカッションの出演者の内、総務省統計局

関係者への出演交渉については、大会委員長の周防氏により、

引続き交渉されているとの報告があった。

その他、新会長講演について、通常総会の冒頭に行っていた

が、今回はスケジュールの関係で初日に行うこととなった。ま

た、新会長自身により日本語・英語の2ケ国語にて行う旨が伝

えられた。

※修正…タイムテーブル7月3日（土）会長講演開始時間は13時

40分～14時10分

分科会の枠組み及び座長・討論者（案）が発表された。

討論者について、スケジュール的に可能な方が少なかったこ

ともあり、各枠1名の案が出されたが、討論者の負担を鑑み発

表者4組の分科会については討論者を2名置くこととし、追加

候補者の人選を行った。

また、一応は座長・討論者として担っていただくが、各枠内

にて検討され座長・討論の隔てをはずしご担当頂いても構わな

いとした。尚、理事会出席者からは全て了承を得た。

ト討論者の追加候補・変更人選

分科会①

A：松田氏→有馬氏に変更

B：中尾氏（静岡文芸大）追加候補

C：小山氏（芝浦工大）追加候補

D：工藤氏の討論を大月氏に依頼

E：（英語）変更なし

分科会∋

A：小林氏（北海道）追加候補

B：2名の座長候補の内どちらかに依頼

C：発表3名の為変更なし

D：（英語）変更なし

E：（英語）変更なし

分科会3

A：片山氏（静岡文芸大）追加候補

B：熊倉氏を第1候補、山田（太）氏を第2候補

C：駄田井氏（九州）追加候補

D：松田氏を追加

E：（英語）変更なし

＜第5号議案＞2010秋の講演会（新潟）について

担当の江口氏はご欠席の為、事前提出された資料から各確認

がなされた。

スケジュールについて、現段階では秋の交通関係の時刻ダイ

ヤが読み難いところではあるが、予測段階においても、当日入

りで講演会開始時刻に間に合わないスケジュールとなっている

為、開始時刻を30分繰下げる等、再度スケジュール設定の見直

しを依頼することとなった。

＜第6号議案＞20周年事業について

（1）寄付金関連　＊他に別涛資料あり【寄付金趣意書】

別添資料の『寄付金趣意書』について理事長より読み上げ確
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認がなされ、寄付のお願いについて何処にお願いするのが良い

かなど、様々な掟案がなされると共に、役員については率先し

て寄付及び交渉をお願いしたい旨が伝えられた。

広告収入についても話し合われ、金融・放送・企業からは難

しいのではないかとの意見もあったが、メーカーはやはり広告

重視であること。また、アートマネジメント系の大学に対し広

告（校名掲載）をとれないかとのご意見も出された。

文化経済学会が発足された当時は大学にアートマネジメント

の分野さえ無かった。偏に当学会が発足したことから人々の興

味関心を受けるようになったと言っても過言ではないだろう。

現在では各方面にて大きな役割を果たすようになってきている

というのも、一つの成果ではなかろうか。そういったことから

も、例えば20周年記念事業のパンフレットなどにアートマネジ

メント系の学校に広告依頼をとってみるのも双方にとって有益

ではないか。とのご意見も頂いた。

【寄付金趣意書】

1頁本文11行目　誤）2011年6月→正）2012年6月

7頁「20周年記念事業概算予算書」の2．支出の項目について、

20周年記念出版の項目を下記の通り追加し、当初案の国内企画

関連事業費200万から割当てる事とした。（変更点は斜体部分）

2．支　　出 

国際文化経済学会 嶋�3����3���冷�

国内企画関連事業 度�3�������

20周年記念出版費（追加） 度�3�������

予備費 �400，000円 

小計（2） �10，500，000円 

他、内容については概ね了承とされたが、引続きご意見など

も承り、仕上げていく旨が伝えられた。

（2）国際学会誘致進捗状況（賛同者呼びかけについてなど）

後藤副会長より資料の通り報告がなされた。尚書面の最下部

2行の学術会議関連の文面は訂正とし、学術振興会に助成申請を

行う。また、東京都生活文化スポーツ局に支援交渉をしている

旨が報告された。

（3）国内記念事業進捗状況について、ご担当の増淵理事より報

告がなされ、下記①～⑬項目について、7月の理事会までに報

告できるよう進めることが確認された。

①日時の決定→金・土の2日間がいいのではないか。国連Day

や東京都内で実施される文化イベントに合わせた日程設定

②20周年の回顧的なものは本事業とは切り離す

③テーマはクリエイティブエコノミー＋文化政策（劇場法関連

など）→タイトル案

④予算は大枠100万円

⑤エクスカーションは青山学院界隈でもいいのでは鵬吋か

WonderSiteなど）。

⑥クローズドイベントは有料、オープンイベントは無料を検討

⑦学生のコンペを実施してもいいのではないか。

⑧他学会との連携を模索してもいいのではないか。

⑨会員獲得、関連業界を巻き込む方法などをかんがえてもいい

のでは。

⑬クラブ、ライブなどの実施も検討すべき

また、各20周年記念事業を通しての「共通のキャッチフレー

ズ（テーマ）」を設けてはとの意見が出たのを受け、様々な案が

出され引続き検討していくこととなった。

入退会慣報（敬称略）

㊥第IX期第8回理事会（2010．4．2）にて承認

EB安達則嗣（安達公認会計士）／梅本克（（財）国際東アジ

ア研究センター）／奥村貴司（（株）フォームマネージャー）／

奥山雅之（東京都庁）／加藤広祐（名古屋大学大学院1年）／

加藤倭希（兵庫県立大学修士課程2年）／切原有－（九州大学

大学院修士課程1年）／園盛麻衣佳（九州大学大学院修士課程

1年）／鬼島理華（九州大学大学院院生）／圭木昭信（（株）NTT、、一

データ顧問）　田川伸一（法政大学大学院博士課程後期2年）

／田中裕二（（財）東京都歴史文化財団東京都江戸東京博物館

学芸員）ノ／′谷口文保（神戸芸術工科大学専任講師）／陳　愚

（名古屋大学大学院博士前期課程）仲村明代（九州大学大学

院博士後期課程1年）　中村雅之（公益財団法人横浜市芸術文

化振興財団）／古隅弘樹（兵庫県立大学准教授）／／葉宇傑（九

州大学大学院修士課程1年）　李　然（九州大学大学院修士課

程1年）

田佐々木園子了吉川淳　佐藤正治　小林正義　他自動退

会15名

ご寄贈ありがとうございました。

「創造性が都市を変える」横浜市・鈴木伸治著、（株）学芸出版

社、2010年4月＜出版社寄贈＞

会員情報登録・変更用紙のご返送がお済みでない会員の

みなさまは、至急FAXもしくはメールにて事務局までご連

絡ください。
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